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令和６年度から始まった説明会が令和７年度は７月２５日(金)
に北上市北工業団地内の北上市技術交流センターで開催されま

した。参加した企業は５社で、雇用した対象者のバックアップの

仕方など多くの質問意見が出され熱気のある説明会でした。

この説明会は北上地区保護司会を中心に、事業主会、北上

工業クラブ、ジョブカフェさくらそして北上市の５者が連携し、

再犯防止に不可欠な協力雇用主の制度などを理解して貰うた

めに開催されたもので、画期的な取り組みであります。 

● 東北地方更生保護委員会委員長感謝状

社会復帰しようとする刑務所出所者等を積極的に雇用し、長年

にわたり就労支援事業の振興に貢献した株式会社 青紀土木

代表取締役社長青木健一様（写真左上）に東北地方更生保護委

員会の辻裕子委員長より感謝状が贈られました。

また、同じく 

● 盛岡保護観察所長感謝状に次の４者が選ばれ、

盛岡保護観察所の本間美佳子所長より感謝状が贈呈されました。 

・株式会社 大坊    代表取締役 武藤和則 様（紫波）（写真左中） 

・英和  代表 田中光一 様（盛岡）（写真左下） 

・株式会社 及川工務店  代表取締役 泉 修一 様（釜石） 

・清水畑商事 有限会社 代表取締役 田鎖政夫 様（岩泉）

表彰式は､令和７年１０月２９日(水)に、矢巾町田園ホールで

行われた岩手県更生保護研究大会(紫波地区大会)において執り

行われ、表彰された皆様をたたえました。 

顕 彰 

会長 

鎌田 英樹 

更生保護功労者として次のとおり協力雇用主に

感謝状が贈られました。   

《北上で 「協力雇用主説明会を開催」》 



                                              

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 
 

令和７昨年１０月１０日にホテル龍泉洞愛山で研修会を開催しました。岩手県、地元自治体、教

育委員会、商工会等々多くのご来賓（写真右下）の出席の基、県内各地区の協力事業主の参加と、

地元の保護司会、更生保護女性の会の参加協力を頂きました。 

「雇用という社会貢献」を研修主題とし、２部構成で、対象者を

雇用した時の色々配慮した話などには会場の皆さんが真剣に聞

き入るなど、有意義な研修会となりました。 

令和８年度は紫波地区での開催を予定しております。 

◆研修【一部】 

第一部は岩泉地区保護司会・三田地久志会長

による講話で、IQ など知能検査で測定できる

「認知能力」と意欲、協調性など内面的な「非

認知能力」の話や、地域、団体等の「連携」の必

要性など奥深いテーマの内容でした。 

◆研修「二部」    

第二部は村上孝一保護観察官が座長で進行

し、清水畑商事㈲代表取締役・田鎖政夫氏、岩泉

地区保護司会副会長・佐々木誠氏、岩泉地区更生

保護女性の会会長・下川惠美子氏４名（写真下）

での意見交換会。対象者が協力雇用主に就職す

るまでの経緯、又就労してから定着するまでの

サポートなどの発表を基に会場からの質問も出

て活発な意見交換となりました。 

                   

 

 
岩泉地区保護司会会長 三田地久志氏 

 

 

会場の様子 
 

左から村上観察官、田鎖氏、佐々木氏、下川氏 

 

令和７年度 岩手県更生保護協力事業主研修会・事例研究会 （岩泉地区） 

 



≪更生保護関係団体との連携≫ 
 

 
令和７年９月２７日は午前１０時開場の前には長蛇の列で相変わら

ずの人気でした。特に刑務所作業製品は品質が良いとのことでリピータ

ーも相当来ているようです。 

  会場内には多くのブースが設けられ、盛岡少年院、仙台少年鑑別所盛

岡支所や東北各地の刑務所も「出店」し、盛岡保護観察所、盛岡地区保

護司会はクイズに答えれば野菜などの「釣り」が出来るなど、親子連れ

で楽しんでおりました。盛岡地区更生保護女性の会のバザーは例年の

ように人だかりの大盛況（写真右下）でした。刑務所内の見学は順番待

ちの列で市民の関心の高さが伺えました。 

他に著名人のトークショー、市立北松園中学校の吹奏楽等々で、入場

者は二日間で５千人とのことでした。 

  

 

 

 

 

                  

 

 

 

令和７年１２月５日（金）、盛岡市民文化ホール（マリオ

ス）小ホールに於いて行われました。 

第１部は、フルートとピアノで始まり、おはなしの森まつ

ぼっくり隊の朗読に続いて、仁王幼稚園の園児たちが元気は

つらつで可愛い歌とダンスを披露して大好評でした。 

第２部は、ギター演奏、盛岡地区更生保護女性の会コーラ

ス部の合唱に続いて「社会を明るくする運動コーナー」では盛

岡保護観察所、盛岡地区保護司会、盛岡地区女性の会が「更

生保護」に対してのご理解とご協力を呼び掛けました。 

最後に、更生保護関係者も参加し全員で「手のひらを太陽

に」と「いのちの歌」を大合唱しました。 

 

 

令和７年１２月１３日（土）午後３時から、エスポワールい

わて大ホールにおいて、盛岡保護観察所及び盛岡地区の更生保

護関係８団体の参加で開催されました。盛岡地区桐友会は今年

再設立で初参加、岩手県更生保護協会はオブザーバー参加でし

た。約９０名の参加者で開催されました。 

 

研修は、ＢＢＳ会の活動発表、盛岡

地区保護司会の活動報告で、その後、

盛岡少年刑務所・大竹聡所長による

「拘禁刑施行に向けた盛岡少年刑務

所の取り組み」についての講演が行わ

れました。 

受刑者の特性に配慮した社会復帰

に向けた細やかな指導を行うなど、

今後の就労支援にも大きな効果が期

待される内容でした。 

 

 

                                               

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

      

 

 
ＢＢＳ会の活動発表 

 

盛岡少年刑務所 大竹聡所長 

 

 

「社明りんご」 
盛岡地区保護司会

河北分区 様より

 
 

●盛岡少年刑務所 「第４７回 盛岡矯正展」 

●盛岡地区更生保護女性の会 “社会を明るくする運動” クリスマス音楽会 
 

●第１０回 盛岡地区更生保護団体合同研修会開催 

 

護送車の試

乗の際に配

られたクイ

ズの一部 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定ＮＰＯ法人岩手県就労支援事業者機構（岩手県更生保護就労支援事業所） 

〒０２０－０８７３  岩手県盛岡市松尾町１７番９号 岩手県建設会館４階 
TEL：019-681-7940  FAX：019-681-7941 

Ｅメール：ｉｗａｔｅ-ｓｙｕｒｏｕｓｉｅｎ＠ｗｏｏｄｙ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 

ホームページ：ｈｔｔｐｓ：//ｉｗａｔｅ-ｓｈｉｅｎ-ｋｉｋｏ．ｏｒ．ｊｐ 

 

※次回 第５６号の発行は、令和８年８月の予定です。各会員の皆様に、お知らせなどの情報が 

ありましたら、下記事務局までご連絡ください。また、「協力雇用主の声」も募集しています。 

「就労が上手くいっているケースの紹介」「今現在、困っている事」「これからの課題」「岩手機

構への要望」など、どんなことでも構いません。 郵送・FAX・メール等でお待ちしています。 

●会員募集！   

当機構に入会し、犯罪をした人の就労の 

支援に、ご協力を宜しくお願い致します。 
 

●対象者の雇用について   

雇用可能な事業主様は、当機構まで 

ご一報をお願い致します。 

  

 
令和７年７月３日、当岩手保護院にて全面改築事業工事

実施に係る安全祈願祭を実施しました。 

７月７日から旧施設の解体工事のための物品搬出等

が始まり、７月下旬からは重機等により本格的な解体工

事が行われ９月上旬で解体工事が終了しました。 

引き続いて、建設本工事に着手し１２月現在で工程の

６０％以上の進捗状況となっています。工事業者から

は、ほぼ工程どおりの状況ですとの報告を受けており、

令和８年３月１５日の完成が待ち遠しいところです。 

就労支援事業者機構、協力事業主会の皆様からは、多

大なご支援をいただいておりますこと、心から感謝申し

上げます。この事業が立ち上がった際には、資金調達が

大きな課題でした。更生保護施設は、国の刑事政策の一端

を担っていますが、運営は、民間事業者が行う仕組みになっ

ており、今回のような大規模な整備事業を実施するために

は、多くの皆様からの御支援が不可欠であり、皆様方から

の御支援は、心強いものでありました。 

令和８年５月の連休以降から収容を開始する予定で

準備を進めております。一人でも多くの人に立ち直って

ほしいとの理念は、収容開始後引き続き運営の中心とし

て活動を続けていきますので、今後とも変わらぬ御支援

をよろしくお願い申し上げます。（岩手保護院） 

■会員数 (令和８年１月１日現在)  
一種会員（事業者団体）         （７） 

二種会員（事業者）          （２３） 

三種会員（組織会員「登録会員 427」）  （１４） 

（雇用協力事業者会員）    （６０） 

四種会員（事業所以外の個人法人又は団体）  （４２） 

賛助会員（個人・法人・団体）     （ １） 

  計 （１４７） 

 

 

 

 

令和７年１２月現在 

 

 

 

令和８年３月完成予定 新施設 

●岩手保護院の改築事業について 

 

 

 

 

●更生保護みちのく  次号は電子版です！！全国保護司連盟のホームページからご覧ください！！ 
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